














要約:学齢期の学習障害児に対する医療的側面(療育)からの介入としては、彼らが持つ対

人相互交渉など社会性の未熟さによる学校生活でのつまづきへの対応や家庭での理解(受

容)の強化が中心になる。小学校 1～4年生 6名に月 2回小集団による社会性指導を行った。

約 3ヵ月で友達意識が芽生え、後期には協力やルール理解が進み、自己存在感を持てる場

として有効であった。指導中止約 1 年後 6 名中 3 名は学校でのトラブルが増大し、うち 1

名は断続的に不登校の状態である。


